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13章 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）分析 

13-１-①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（状況） 

 本校の中期計画では、公開講座や出前授業の充実、志願者増を目指すために本校が実施するイベン

ト、ボランティア活動等、サテライト・キャンパスでのイベントや連携事業の開催、図書情報センタ

ーの一般開放の一層促進、先進的キャリア教育推進室での技術者向け講座、が挙げられている（資料

13-１-①-１）。これらが正規課程の学生以外に対する教育サービスに関する計画に相当する。 

 以下、これらの活動の実施状況を示す。 

（ａ）公開講座等 

公開講座の企画、広報、実施は主として総務課評価･地域連携係及び地域連携共同開発センターが

行っている。事務組織規程（資料 13-１-①-２）及び地域連携共同開発センター規則（資料 13-１-①-

３）を示す。公開講座の開催広報は本校ＨＰで行っているが、他の広報例として、配布ポスター（資

料 13-１-①-４）、市広報（資料 13-１-①-５）を示す。平成 24 年度における公開講座の実施状況を（資

料 13-１-①-６）に示す。公開講座中一部有料の講座があるが、受講者に中学生以下が含まれる講座

は無料である。公開講座の内容は、一般市民等を対象としたパソコン講座、デジカメ講座、小中学生

を対象とした化学実験講座、ものづくり講座、人文社会系の講座等である。また、平成 22 年度からは

小山高専サテライト・キャンパスを会場とした講座も実施してきた。平成 24 年度における公開講座件

数は 30 件である。公開講座の実施風景を（資料 13-１-①-７）に示す。平成 22 年度から 24 年度まで

の公開講座実施件数を（資料 13-１-①-８）に示す。公開講座は年平均で 39 件開催しており、小山高

専サテライト・キャンパスを設置してからは、公開講座の件数は倍以上増えた。 

（ｂ）出前授業等 

 本校教職員、学生による平成 24 年度における出前授業実施状況、イベント参加状況を（資料 13-１

-①-９）に示す。出前授業、イベントへの参加は、小中学生の理数系離れ対策、入学者確保対策及び

地域貢献活動として実施している。平成 24 年度における出前授業の実施件数およびイベント参加は

48 件であった。出前授業の一部である、高専機構主催の国立科学博物館における「2012 夏休みサイエ

ンススクエア－チビもそ君をつくろう－」には、３日間の期間中に 180 名の参加者があり盛況であっ

た。出前授業・イベントの実施風景を（資料 13-１-①-10）に示す。平成 22 年度から 24 年度までの

出前授業・公開イベントの実施件数を（資料 13-１-①-11）に示す。 

（ｃ）施設の外部への開放 

①小山高専サテライト・キャンパス-とちぎ歴史文化まちづくりセンター-の設置 

平成 22 年度に発足し平成 23 年度にオープンした小山高専サテライト・キャンパスは、隣市に設置

した別施設のため、小山市内以外にも教育等サービスや情報発信、各種団体とのまちづくり連携事業

等を推進している。平成 24 年度の公開講座、イベント、各種団体との連携事業の一覧を（資料 13-1-

①-12）に、実施風景を（資料 13-１-①-13）に、平成 22 年度から 24 年度までの実施件数を（資料 13-

１-①-14）示す。サテライト・キャンパスの設置により、公開講座の開催件数は増加した。 

②図書情報センターの一般開放 

図書情報センターを一般に開放している。平成 22 年度から 24 年度までの新規学外者登録数及び貸

出冊数を（資料 13-１-①-15）に示す。平成 24 年度の学外利用登録者数は 281 人となっており、年度
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毎の新規登録者数は平均約 15 人で、貸出冊数は平均 220 冊となっている。また近年ではリサイクル図

書として廃棄処分の図書を一般に提供する事業を展開している。 

③先進的キャリア教育推進室の設置  

 平成 23 年度に発足した先進的キャリア教育推進室は、全学的なキャリア教育の推進拠点として、知

識・技術および人間力を身につけるために、講演会や 講習会、インターンシップ、進路指導などの様々

な支援活動を行っている。その中でも地域貢献活動の一環として、地域企業の若手技術者等を対象と

した技術講座「技術者育成道場」を平成 24 年度には、５件実施した。その一覧を（資料 13-1-①-16）

に、配付ポスターを（資料 13-1-①-17）に、実施風景を（資料 13-1-①-18）に示す。 

④教室、運動施設の開放 

 土日祝日には、外部団体主催体育大会等で運動施設等を開放している。平成 24 年度における外部へ

の施設の開放状況を（資料 13-１-①-19）に示す。平成 24 年度において 10 日分の貸出が行われてい

る。他にも後援会企画の講演会や関係団体として資格試験会場の貸出もある。 

⑤研究生、科目等履修生、聴講生の受入 

生涯教育の観点から、研究生、科目等履修生、聴講生の受入を行っている。平成 22 年度から 24 年

度における、研究生、科目等履修生、聴講生の受入状況を(資料 13-１-①-20)に示す。リカレント教

育として入学するこれらは、希望者がある場合に受入を行っており、近年は研究生のみとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 13-１-①-１：「第２期中期計画・平成２４年度計画」（抜粋） 
 
(1)入学志願者増と優秀な入学者の確保 
② 志願者増をめざすために本校か実施するイべント 
 a. オープンキャンパス(学校紹介)の充実を図るために2日間にわたり実施する。更に、出前授業、ジュニア科学リーグ、公

開講座、工陵祭(学園祭)及びロボットコンテスト等の活動を通じて、科学の面白さを広く中学生に紹介し、本校の魅力を
伝える。 

 b. オープンキャンパスおよび工陵祭(学園祭)ては、各専門学科の学生による学科に特徴的な実験等を積極的に行い、志望学
科を決めるための情報を提供するとともに、入試相談コーナーを設けて中学生の質問に個別に対応する。 

 c. 栃木県全域及び茨城県、埼玉県の中学校を訪問して学校の特徴および入試概要をパンフレット等の資料により説明する。 
 d. 女子在学生に志願者対象の「学科の特徴を示す実験」や「入試相談コーナー」等への参画を促すと共に、主として女子志

願者増を意識したイベントを栃木市に開設した「サテライト・キャンパス」で実施するなどにより、志願者確保に努める。 
 (2)教育課程の編成等 
⑥ ボランティア活動等 
 a. 学内および地域社会におけるボランティア活動について周知・啓蒙を図るとともに積極的参加を推奨し、学生のボランテ

ィア活動に対する指導、支援体制の確立に向けた検討を継続する。 
 b. 近隣の小中学校や一般市民などに対し、ロボットやエコノカーなどの紹介や実演、出前授業等を実施する。 
 c. 地域社会において吹奏楽やハンドベルなどの定期的な演奏発表会活動を実施するとともに、地域の学校や病院などにおい

て演奏活動を通じた社会奉仕活動を推進する。 
 (6)教育環境の整備・活用 
 3 社会との連携、国際交流等に関する事項 
地域社会との連携を深め、本校の知的財産を社会に還元するとともに、地域企業等との共同研究を積極的に推進するなどによ

り、社会に貢献し、支持される学校を目指す。 
① 地域社会との連携にかかる各施設の充実 
 c. 栃木市に設置したサテライト・キャンパスにおいて、栃木市や各種団体と連携し、情報発信、イベント開催、地域情報研

究等の各事業を推進する。 
 d. 図書情報センターの一般開放を一層促進する。 
 e. 先進的キャリア教育推進室で地域企業の若手技術者等を対象とした技術講座を実施する。 
③ 公開講座や出前授業の充実 
 a. 各センターや各学科で実施している公開講座を整理統合し、学内実施とサテライト・キャンパス実施の公開講座を企画・

実施する。 
 b. 地域連携共同開発センターを中心に、出前授業やロボットデモを行うとともに、地域自治体等主催のイベントに積極的に

参加し小中学生の理科教育支援を行う。 
④ 公開講座等の終了時にアンケートを行い、今後の公開講座立案の参考にする。 

 

（出典：小山工業高等専門学校第２期中期計画・平成２４年度計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 13-１-①-２：小山工業高等専門学校事務組織規程（抜粋） 
 

小山工業高等専門学校事務組織規程 
第３章 事務分掌 

７ 評価・地域連携係においては、次の事務をつかさどる。 
六 公開講座及び生涯学習に関する企画及び立案（総務係の所掌に属するものを除く。）に関すること 
七 生涯学習に関する企画、立案及び連絡調整に関すること。 

（出典：小山高専ＨＰ） 
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資料 13-１-①-５：公開講座広報の例（市広報） 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：広報おやま 平成 24 年９月１日号 p.12） 

 

 

 

 

（出典：広報とちぎ 平成 23 年１月１日号 p.19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

 

 

  

資料 13-１-①-４：公開講座広報の例（配布ポスター） 

  
（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

資料 13-１-①-３：地域連携共同開発センター規則（抜粋） 
 

小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則 
（業務） 

第２条 センターにおいては、次に掲げる業務を行う。 
六 公開講座に関すること。 
七 地域の教育文化活動及び生涯学習活動等の支援に関すること。 

（出典：小山高専ＨＰ） 
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資料 13-１-①-６：平成 24 年度公開講座一覧 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

 

資料 13-１-①-８：公開講座年度別実施件数 
 

公開講座年度別実施件数 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

公開講座 ４１ ４７ ３０ 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

 

 

 

 

 

資料 13-１-①-７：公開講座実施風景 
 

   
        電気情報工学科サイエンス・キッズ（本校）  建築・デザインイスの模型づくり（サテキャン） 
 

（出典：総務課評価･地域連携係） 
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  資料 13-１-①-９：平成 24 年度出前授業・イベント等一覧（１／２） 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 
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資料 13-１-①-９：平成 24 年度出前授業・イベント等一覧（２／２） 

  

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

資料 13-１-①-10：出前授業風景写真、イベント風景写真 

  

出前授業（おやま・まちづくり出前授業、ペットボトルロケット）   イベント（キッズ・ユニバーシティー・おやま） 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 
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資料 13-１-①-11：出前授業・公開イベントの年度別実施件数 

出前授業・公開イベント年度別実施件数 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

出前授業・公開イベント ４９ ５０ ４８ 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

 

 

 

 

 

（出典：地域連携室 資料） 

資料 13-１-①-12：平成 24 年度 小山高専サテライト・キャンパスの公開講座,イベント,各種団体との連携事業の一覧 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 
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8 ページ目 

  

資料 13-１-①-13：小山高専サテライト・キャンパスの公開講座,イベント,各種団体との連携事業実施風景 

   

イベント・連携事業(建築学科紹介+木の家ネット全国大会） 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

資料 13-１-①-14：小山高専サテライト・キャンパスの公開講座,イベント,連携事業の年度別実施件数 

年度別実施件数 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

公開講座・イベント・連携事業    ２１ ５４ ３５ 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

 

 

 

 

 

（出典：地域連携室 資料） 

資料 13-１-①-16：先進的キャリヤ教育推進室「技術者育成道場」一覧 

期日 講座名 会場 担当講師 

4 月 25 日 わが国の技術の進歩と将来技術

〜君ならどうする〜 

専攻科棟 4 階多目的メデ

ィアホール 

栃木県産業技術センター 所長 

花田 康行 

7 月 4 日 ローテク技術分野でいかに差別

化するか 

〃 積水化学工業株式会社・住宅技術

研究所 所長   野原 和宏 

11 月 4 日 世界初への挑戦：「はやぶさ」か

ら「はやぶさ２」へ 

図書情報センター棟 1 階

視聴覚室 

宇宙航空研究開発機構・宇宙科学

研究所  吉川  真 

10 月 31 日 地域の特性を生かした低炭素型

社会の構築について 

専攻科棟 4 階多目的メデ

ィアホール 

群馬大学大学院工学研究科機械

システム工学専攻教授 天谷賢児 

12 月 19 日 医療用画像診断システムの市場

と技術の動向 

〃 東芝メディカルシステムズ株式

会社 久保田 隆司 

 （出典：先進的キャリ教育推進室資料） 

資料 13-１-①-15：図書情報センターの一般開放 

 学外利用登録者（平成 25 年 3 月 31 日現在）281 人 

 新規登録者 

年   度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

新規登録者 １４人 １２人 １９人 

 学外者貸出冊数一覧 

年  度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

貸出種類 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 

冊  数 163 50 213 212 28 240 181 27 208 

（出典：図書情報センター資料） 



13章 

- 515 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 13-１-①-17：技術者育成道場講演会 

         広報の例（配付ポスター） 

 
（出典：小山高専ＨＰ） 

資料 13-１-①-18：技術者育成道場実施風景 

 

（出典：先進的キャリア教育推進室） 

資料 13-１-①-20：研究生、科目等履修生、聴講生の受け入れ学生数 
 
 研究生、科目棟履修生、聴講生の受入れ学生数（平成 22〜24 年度） 

年  度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

研究生 ２ ４ ３ 
科目棟履修生 ０ ０ ０ 

聴講生 ０ ０ ０ 
 

（出典：学生課教務係資料） 

 

資料 13-１-①-19：施設の開放状況 

施設の開放状況（平成 24 年度 10 日） 

期日 利用者 利用施設 

5 月 6 日 小山市テニス協会 テニスコート 

8 月 2 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

8 月 9 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

8 月 23 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

8 月 29 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

9 月 2 日 小山市テニス協会 テニスコート 

9 月 2 日 小山市空手道連盟  第一体育館 

3 月 9 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

3 月 21 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

3 月 29 日 社会福祉法人 つむぎ 多機能型事務所 くわの実 管理棟エントランス 

 

（出典：総務課施設係資料） 
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（評価結果） 

公開講座は、平成 24 年度に 30 件だったが、出前授業・イベント等は 49 件と、年を追う毎に増加し

ている。小山市教育委員会と連携して行う市内小学校への「理科教育支援プロジェクト」（平成 20 年

度から実施）は、平成 24 年度は 15 件の実施となっている。また、平成 22 年度からは小山高専サテラ

イト・キャンパスを開設したため、公開講座や出前授業・イベント等の活動が飛躍的に増加した。志

願者増を目指すために本校が実施・参加している公開講座や出前授業、イベントの多くは、講義型で

はなく体験型の工作教室等であり、理数系離れ・入学者確保対策及び本校の広報活動の一環を担って

いる。 

ボランティア活動等はイベントの中で、部活動や学生会、学生組織の委員会等が多数参加し、本校

の活動を学外へ広くアピールしている。 

本校施設の外部への開放は、図書情報センターの一般開放、教室・運動施設の開放で、必要に応じ

て実施されている。小山高専サテライト・キャンパスも地域の団体への貸出も含めた連携事業を実施

し、小山高専の広報活動とともに、地域への教育サービス施設としての役割を担っている。また、キ

ャリア教育推進室の技術講座「技術者育成道場」では、平成 24 年度に有識者による科学技術の講演を

5 回実施し、地域企業への貢献としても役割を担っている。 

 上記のように、正規課程の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されている。 

 

13-１-②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。 

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（状況） 

本校主催の公開講座では、受講者の満足度アンケート調査を実施している。平成24年度のアンケー

ト用紙の一例を（資料13-１-②-１）に、アンケート結果の一部を（資料13-１-②-２）に示す。満足

度や感想は、「満足・すごくおもしろかった」と「やや満足・おもしろかった」が非常に高い割合を示

しており高評価が得られている。受講者アンケート結果は、担当者が分析して次回開催講座における

改善に役立てている。 

出前授業の一例として、高専機構主催「2012 夏休みサイエンススクエア」を採り上げ、このアンケ

ート用紙及びアンケート集計結果を（資料 13-１-②-３）に示す。この出前授業には主に小学校高学

年生 180 名が参加しているが、感想は「すごく面白かった」と「面白かった」を含めると 95％以上と

なっており、受講者より高く評価されている。出前授業の改善策の実施例として、この授業の実施報

告を（既出：資料 13-１-②-３）に示す。また、アンケート結果を担当者が分析し次回開催への改善

に役立てている。 

図書情報センターの一般利用者に対してもアンケート（資料 13-１-②-４）を実施し、会議におい

て、反省点を検討して改善をシステム化としている。 
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資料 13-1-②-1：公開講座受講者アンケート用紙の一例 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 

資料 13-1-②-２：公開講座受講者アンケート結果 

  

（出典：総務課評価･地域連携係資料） 
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  資料 13-1-②-３：サイエンススクエアアンケート用紙，集計表，実施報告 

 

  
 

  
（出典：総務課評価･地域連携係資料） 
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（評価結果） 

平成24度実施の公開講座等の受講者満足度アンケート調査結果は、非常に高い満足度であったこと

から、講座内容が適切であると評価される。また、公開講座等を改善していくシステムとして、地域

連携共同開発センターで改善策等が協議されている。 

 

（２）「13章 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価の概要 

正規課程の学生以外に対する教育サービスとして、公開講座、出前授業、イベント参加、施設の一

般開放、研究生等の受入などを実施している。 

公開講座等は地域連携共同開発センター及び総務課評価･地域連携係が中心となり、目標達成に向

けて、計画的に企画、立案、実施をしている。また、受講者のアンケート調査の満足度は、その講座

内容が非常に高く評価されている。さらに、公開講座等を改善するシステムとして、地域連携共同開

発センター担当者において改善策が協議されている。 

施設の外部開放として、図書情報センターの一般開放、教室･運動施設の一般開放、研究生、科目

等履修生、聴講生の受入を希望がある場合に行っている。また、小山高専サテライト・キャンパスや

先進的キャリア教育推進室の設置により地域社会との連携と貢献を事業化している。 

上記により、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われている。 

  

資料 13-1-②-４：図書情報センターの一般利用者アンケート用紙 

 
 

（出典：図書情報センター資料） 
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